
 

 

 今年度で３年目となる「ボーイスカウトとあそぼう！ ワクワク自然体験あそび」は、年間を通じて実施でき

るようになりました。4月中旬より、多くの団、地区などから、開催のエントリーを受けています。また、今年度

は、参加者の申込みシステムも一新し、より親しみやすい操作で申込みできるようになりました。 

 一昨年度は、全国で５１２会場開催し、１１，７５３人の一般の参加者でしたが、昨年度は、３０６会場、４，

９７６人の一般の参加者となっています。昨年度は新型コロナウイルス感染拡大を受けて、開催中止の他、日本

連盟からの開催アナウンスが遅れたことも開催数減少の原因と考えます。今年度は、一昨年以上の開催数と全て

の都道府県での開催を目指します。 

 

＜今年度の開催状況＞ 

１．会場登録数など（7月 31日現在） 

事業登録総数：255件、内終了数：175件、定員に達したため申込み停止中：6件、 

システムからの申込み数：2,762人 

２．県別会場登録数（7月 31日現在）  

順位 県 登録数 
システムから 

申込数 
順位 県 登録数 

システムから 

申込数 

1 愛知 53 269 11 宮城 6 43 

2 大阪 35 176 11 埼玉 6 121 

3 京都 24 207 13 福岡 5 242 

4 神奈川 20 369 14 石川 4 21 

5 千葉 16 294 15 山梨 3 2 

5 滋賀 16 15 15 福井 3 53 

7 静岡 15 248 15 岐阜 3 59 

8 東京 13 248 18 富山 2 2 

9 奈良 11 139 18 岡山 2 51 

10 兵庫 8 80 18 山口 2 0 

 18 愛媛 2 10 

 

３．会場登録のテーマから実施内容の多いキーワード（7月 31日現在） 

内 容 件数 内 容 件数 

探検、冒険 30 (追跡、ナイト)ハイキング 8 

料理(野外、ポップコーン、やきいも) 17 宝、宝さがし等 7 

工作(かかし､ペットボトルロケット､ 

  水鉄砲、割ばし鉄砲) 
16 

秘密基地 6 

デイキャンプ 6 

観察(せみ、星空、くわがた等) 13 ポイントラリー 6 

川あそび、カヌー、ザリガニ取り 13 昔あそび、芝スキー 6 

農業体験(いもほり、らっかせいほり) 10 火おこし 5 

忍者 9 防災 4 

 

  

令和４年８月１日 第１号 ボー イ ス カ ウ ト と あ そぼ う！ 



 

＜過去のデータから見えてきた開催のヒント＞ 

①  グラフ１は、2020 年度の県別の開催数（X軸）と入団者数（Y軸）の関係を示したグラスです。ワクワクに

参加した団数とワクワクに参加したことによって入団に結び付いたスカウトの数は、グラフのような相関

があることが分かりました。（2021 年度のデータからも同様の結果が得られています。） 

 

 

②  グラフ２は、開催団１個団あたりのワクワク申込み数と入団率の関係を示したグラフです。このグラフか

ら読み取れることは、「ワクワクによる入団率は、ワクワク実施団 1個団あたりの申込み人数が少なければ

少ないほど高くなる」ということを表しています。これを解釈してみると、ワクワクへの参加者が少ない時

には入団に向けて細かなケアができるので入団率は上昇するが、「参加人数が特に 30 人～40 人程度を超え

ると入団率はほとんど上がらず、逆に降下する」という結果を表していることになります。 
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グラフ１：ワクワクの会場数と入団者数の関係(2020)
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グラフ２：参加団1団あたりの申込人数と入団率の関係(2020)

R2=0.79679 

P-値＝2.0781E-15 



 

【結論】 

グラフ１より、ワクワク自然体験遊びは、その実施数に比例して入団者数は増加するということが統計学的に

言えたということになります。また、グラフ２より、１回あたりの参加者数を 30 人～40人程度以下に抑える

ことが入団者数を多くするために最も効果的であることもわかりました。したがって、定員を 30人～40人

以下とし、複数回実施することが新規入団者を獲得するには最も効果的であるということになります。 

組織拡充には、地域におけるスカウティングの認知度を高めるという側面と新規入団者を獲得するという

２つの側面があります。ワクワク自然体験あそびは、定員の設定の仕方によりどちらにも有用です。今号の

インフォメーションが、各団などでワクワク自然体験あそびを実施するあたり、どちらの側面に重点を置く

かを考える際の参考なれば幸いです。 

 

＜お知らせ＞ 

日本連盟では、事業に対する都道府県市町村の教育委員会などから後援名義を取得することを推奨していま

す。その際、チラシや後援の申請に「スカウト募集」を前面に出すと「公益性が無い」と判断され、申請が認め

られない場合があります。日本連盟が提供しているチラシフォーマットはそういったことを配慮して作成されて

います。しかし、実際に事業を実施する中で、保護者の興味と関心をボーイスカウトに向けさせることや、保護

者を集めてボーイスカウトの説明を行うことはできます。説明の際のポイントなどを含めて、ワクワク自然体験

あそびの運営マニュアルに詳しく説明がありますのでご一読ください。 


